
 

 

 

 

 

 

「セパレートコース」での短距離走！ 
  

 昨年度のスポーツフェスティバルのふり返りにおいて、「短距離走で、隣の走者と体が接触し、

転倒する子どもが複数人いた。」という反省が出ました。また、保護者の方からも、同様の心配の

声が届いておりました。 

 そこで、今年度のスポフェスにおいては、３年生以上の短距離走を「セパレートコース」で実施

することに変更しました。（１・２年生は、もともと直線コースなので変更はありません。） 

 セパレートコースの設計や毎日のライン引きに、やや手間暇がかかりますが、子どもたちの安全

を第一に考え、職員も頑張っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの反応は？ というと、これがなかなか面白いです。 

 ３年生の練習風景を見ていましたが、走るのは１回で上手にできていました。もちろん、上級生

も大丈夫でしょう。 

 ただ、何人もの子どもたちが私に次のようことを言ってくるのが面白かったです。 

 （インコースの子）「外側の人は前の方からスタートするので、ずるい。」 

 （アウトコースの子）「大まわりをするので、内側の人が有利。」などなど。 

 その都度、私は子どもたちに「外側のコースを走る分だけ、走る長さが約２ｍ

50ｃｍずつ長くなるから、最初のスタート位置をずらしているとよ。どのコース

が有利とかはないよ。」というようなことを伝えています。 

 小学生には、なかなか理解が難しいようですが、友達との競争心が垣間見えて、

とても微笑ましいです。当日も、けがのないように全力でゴールを駆け抜けてほ

しいと願っています。 
 

          ※ 「スポーツフェスティバル」の名称について 

  本校では、「運動会」ではなく、「スポーツフェスティバル（略して『ス 

 ポフェス』）」という名称を用いています。 

  これは、「レクリェーションの意味合いを強くもたせることで、運動が得 

 意な子もそうでない子も、みんながいつもとは違うお祭りのような感覚で、 

 スポーツを楽しめるように。」という願いからです。当日の楽しい競技や演 

 技にどうぞご期待ください。 

  また、今年度は育友会競技も加わり、スポフェスを盛り上げていただくようで、とてもありがた

いです。どうぞ、けがが発生しないように、十分にお気を付けて、無理のない参加をお願いします。 

☆      ☆ まち☆人☆夢  
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